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１.２₇ 緊急集会�

東京都障害者福祉会館

NPO東腎協第 ９回総会

第₄₄次国会請願
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■印　都営地下鉄三田駅出入口
　　　（浅草線はA7・三田線はA8が最も近い出入口です）

A8
三田駅

至新橋至新橋

A8
エレベーター
A8
エレベーター

芝税務署芝税務署

NEC

至大手町

東京都障害者福祉会館
（高層都営住宅の１・２階）

港勤労福祉会館

三田駅
A7

日比谷通り芝五丁目芝五丁目

NTT

ド
コ
モ
シ
ョッ
プ

NTT

ド
コ
モ
シ
ョッ
プ

第
一
京
浜
国
道

至浜松町

線
手
山

線
北
東
浜
京

JR
田町駅

森永ビル森永ビル

田町駅西口田町駅西口

ローソンローソン

歩道橋至品川至品川

至品川

正面玄関

一方
通行

地下鉄
A4出口

地下鉄A1出口地下鉄１出口

面
方
橋
田
飯

JR中央
線（各

駅停車
）

外濠公
園

外濠公
園

市ヶ谷
プラザ

面
方
下
段
九

九段南四

りそな
銀行

靖国通り

日本大学
本部

三菱東京
UFJ銀行

日
本
テ
レ
ビ
通
り

交番
Ｒ
Ｊ

面
方
谷
ツ
四

外濠

外堀
通り

市谷見附

面
方
宿
新

アルカディア市ヶ谷
私学会館

で
き
ま
す
。

（
嬉
泉
病
院
透
析
セ
ン
タ
ー
　看
護
師
長
）
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内
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５
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内
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�
�
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�
�
�
�
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�
�
表
２

目
次
・
式
次
第
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
１

平
成
２６
年
度
事
業
報
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２

中
期
事
業
計
画
（
平
成
２7
～
２9
年
）
Ｔ
Ａ
Ｐ　

３
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５

平
成
２7
年
度
事
業
計
画
書
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７

平
成
２６
年
度
貸
借
対
照
表
・
財
産
目
録
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
８

平
成
２６
年
度
決
算
書　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
９

平
成
２7
年
度
予
算
書　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
10

監
査
報
告
書
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
11

平
成
２7
年
度
事
業
計
画
書
（
東
京
都
提
出
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
1２

平
成
２7
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
執
行
部
（
案
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表
３

司
会
者
・
開
会
あ
い
さ
つ

定
足
数
確
認

・
正
会
員
参
加
人
数
確
認

・
総
会
の
成
立
確
認

会
長
あ
い
さ
つ
・
黙
祷

議
長
選
出

議
長
挨
拶

議
事
録
署
名
人
選
出

審
議
事
項

第
一
号
議
案　

平
成
２６
年
度
・
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　

平
成
２６
年
度
・
事
業
収
支
報
告

　
　
　
　
　
　

平
成
２６
年
度
・
会
計
監
査
報
告

第
二
号
議
案　

中
期
事
業
計
画
Ｔ
Ａ
Ｐ
３
（
案
）

　
　
　
　
　
　

平
成
２7
年
度
・
事
業
計
画
（
案
）

　
　
　
　
　
　

平
成
２7
年
度
・
収
支
予
算
（
案
）

第
三
号
議
案　

平
成
２６
年
度
・
退
任
役
員

　
　
　
　
　
　

平
成
２7
年
度
・
役
員
選
出

質
疑
応
答
（
一
括
採
決
）

・
そ
の
他
、
報
告
す
べ
き
事
項

・
第
一
号
議
案
～
第
三
号
議
案

議
長
解
任

閉
会
あ
い
さ
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
規
約　

第
４
章
　
総
会

第
15
条
（
総
会
）

総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
し
、
正
会
員
を
も
っ
て
構

成
す
る
。
総
会
で
は
、
①
活
動
経
過
報
告
と
決
算
お
よ

び
会
計
監
査
報
告
の
承
認
②
活
動
方
針
お
よ
び
予
算
の

決
定
③
規
約
の
改
廃
④
役
員
の
選
出
⑤
そ
の
他
会
務
に

関
す
る
事
項
等
を
審
議
決
定
す
る
。

第
16
条
（
臨
時
総
会
）

正
会
員
の
５
分
の
１
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、

ま
た
は
常
任
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総

会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
17
条
（
召
集
）

総
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
と
き
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
、

目
的
、
及
び
審
議
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
っ
て
、

少
な
く
と
も
７
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
1８
条
（
議
長
）

総
会
の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
、
出
席
正
会

員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。

第
1９
条
（
定
足
数
）

総
会
に
お
い
て
は
正
会
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席

が
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
20
条
（
議
決
）

総
会
の
議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て

決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

第
21
条
（
委
任
等
）

や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
総
会
に
出
席
で
き
な

い
正
会
員
は
、
書
面
に
よ
り
表
決
を
委
任
で
き
る
。
こ

の
場
合
前
２
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
総
会
に

出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
22
条
（
議
事
録
）

総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た

議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
日
時
及
び
場
所

正
会
員
の
現
在
員
数
、
出
席
者
数
及
び
出
席
者
氏
名

（
表
決
委
任
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
付
記

す
る
こ
と
）

（
２
）
審
議
事
項
及
び
決
議
事
項

（
３
）
議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

（
４
）
議
事
録
署
名
人
の
選
任
に
関
す
る
事
項

２　

議
事
録
に
は
、
議
長
及
び
そ
の
会
議
に
お
い
て
選

任
さ
れ
た
議
事
録
署
名
人
２
人
以
上
が
、
書
名
、
捺

印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目　
　

次
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定
款
に
記
載
の
事
業
に
つ
い
て
以
下

の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
・
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識

の
普
及
と
予
防
等
を
促
進
す

る
事
業

①
「
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」・
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の

配
布第

３４
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
10
月
５
日
（
日
）
に
上
野
恩

賜
公
園
で
実
施
さ
れ
、
雨
の
中
３1
名
の

参
加
が
あ
り
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
付
き
）
を
配
布
し
ま

し
た
。

残
念
な
が
ら
同
時
開
催
の
立
川
駅
前

広
場
は
雨
天
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

②
「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

事
業「

第
２６
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の

集
い
」
は
３
月
1５
日
（
日
）
に
都
庁
議

会
棟
１
階
「
都
民
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し

ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、「
腎
臓
病
の
予
後
改

善
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
昭
和
大
学

医
学
部
客
員
教
授
の
秋
澤
忠
男
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第

二
部
で
は
、「
慢
性
腎
臓
病
予
防
の
た

め
の
食
生
活
改
善
十
訓
」
と
題
し
て
川

崎
医
科
大
学
附
属
病
院
・
栄
養
部
長
の

市
川
和
子
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
9６
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

③
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
発

行
、
Ｈ
Ｐ
の
維
持
管
理
を
行
い
活
動
内

容
を
紹
介
し
、
腎
臓
病
の
意
識
啓
発
を

図
る
事
業

�

広
報
委
員
長　

板
橋
俊
司

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
は
№

２
０
１
（
春
号
）
か
ら
№
２
０
５
（
冬

号
）
ま
で
、
定
期
発
行
し
ま
し
た
。
表

紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
会
員
さ
ん
の
応
募
作

品
で
作
成
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
応

募
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｈ
Ｐ
で
は
定
期
的
な
更
新
作
業
や
メ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
し
て
、
会
員
外
の

方
た
ち
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
機
関
誌
と
Ｈ
Ｐ
は
と
も
に

効
率
的
な
対
外
的
広
報
活
動
を
担
っ
て

い
ま
す
。

④
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進
す

る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る
事
業

〈
１
〉
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

石
井
虎
二

２
０
１
４
年
度
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

主
な
活
動
は
、
未
組
織
訪
問
と
２
回
の

交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
未
組
織
訪
問

は
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
４9
施
設
を
理

事
の
協
力
で
訪
問
し
ま
し
た
。

１
回
目
の
交
流
会
は
10
月
19
日（
日
）

江
戸
川
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
参
加

２８
名
で
行
い
ま
し
た
。
正
会
員
、
各
患

者
会
役
員
の
日
頃
の
活
動
に
感
謝
し
て

昼
食
を
用
意
し
て
、
各
患
者
会
の
現
状

報
告
と
未
組
織
訪
問
報
告
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

東
腎
協
に
対
し
て
の
意
見
交
換
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
回
目
の
交
流
会
は
２7
年
３
月
８
日

（
日
）
江
戸
川
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
於

い
て
４８
名
が
参
加
。
今
回
は
二
人
の
講

師
を
お
招
き
し
、
嬉
泉
病
院
の
浮
谷
看

護
師
長
か
ら
「
透
析
治
療
に
お
け
る
自

己
管
理
に
つ
い
て
」、
亀
戸
清
湘
会
記

念
病
院
の
中
尾
栄
養
士
か
ら
「
栄
養
と

透
析
合
併
症
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
戸
倉
災
害

対
策
委
員
長
が
「
透
析
患
者
の
災
害
対

策
」
の
講
演
を
し
ま
し
た
。

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

須
賀
春
美

平
成
２６
年
10
月
1２
日
（
日
）
飯
田
橋

駅
前
喫
茶
店
に
て
正
会
員
会
議
を
参
加

二
〇
一
四（
平
成
２６
）年
度
事
業
報
告

期
間
　
２
０
１
４
年
４
月
１
日
～
２
０
１
５
年
３
月
３１
日
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者
1２
名
で
開
き
ま
し
た
。
藤
田
会
長
よ

り
「
患
者
の
患
者
に
よ
る
患
者
の
た
め

の
活
動
」
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
を
最
も
重
視
し
た
い
と
い

う
今
後
の
方
針
を
伺
い
、
正
会
員
の
皆

さ
ん
に
改
め
て
結
束
、
そ
し
て
取
り
組

み
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

次
に
、
各
患
者
会
の
課
題
と
し
て
会

員
減
少
問
題
、
患
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
役
員
の
高
齢
化

に
伴
う
次
期
役
員
不
足
と
い
っ
た
事
等

が
挙
げ
ら
れ
、
改
善
策
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

平
成
２7
年
２
月
1５
日
（
日
）
中
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
と
青
年
部
共
催
で
新
年
お
食

事
会
を
飯
田
橋
駅
前
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て

２7
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
ま
し
ょ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
青
年
部
も
一
緒
に

治
療
や
自
己
管
理
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
か
ら
、
悩
み
、
雑
談
ま
で
と
幅
広
く

話
し
合
い
ま
し
た
。

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

榊
原
靖
夫

平
成
２６
年
度
の
活
動
は
「
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
」
の
よ
り
有
意
義
な
活
動
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
、
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
理
事
不
足
を
補
い
、
よ
り

広
く
意
見
や
発
想
を
喚
起
す
る
た
め
に

６
名
の
方
に
「
運
営
委
員
」
に
就
任
し

て
頂
き
、「
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員

会
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

そ
の
「
運
営
委
員
会
」
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
４
月
と
11
月
に
「
正
会
員
会

議
」
を
開
催
し
、
２7
年
３
月
に
「
大
災

害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
と
透
析
患
者

の
対
処
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
２
回
の
「
正
会
員
会
議
」

に
お
い
て
は
、
各
正
会
員
さ
ん
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
会
が
抱
え
て
い
る
課
題

が
提
示
さ
れ
、
熱
心
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
問
題
点
を
共
有
し
継
続
し
て
議

論
を
重
ね
、
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

�

ブ
ロ
ッ
ク
長
代
行　

小
野　

誠

２
０
１
４
年
度
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

動
は
二
回
の
正
会
員
会
議
と
学
習
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

1２
月
７
日
（
日
）
の
正
会
員
会
議
は
、

武
蔵
野
公
会
堂
で
役
員
を
含
む
２1
名
の

参
加
で
行
な
わ
れ
前
半
期
の
活
動
の
報

告
と
、
下
半
期
の
活
動
の
方
針
が
討
議

さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
は
会
場
を
近
く

の
喫
茶
店
に
移
し
て
軽
食
と
飲
み
物
で

「
懇
親
食
事
会
」
行
い
ま
し
た
。
会
議

と
は
違
っ
て
和
気
藹
々
の
話
が
弾
み
ま

し
た
。

学
習
会
は
２7
年
２
月
８
日
（
日
）
に

立
川
防
災
セ
ン
タ
ー
で
地
震
体
験
、
煙

体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
体
験
や
応
急
救

護
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
お
天
気
で
10
名
の
参
加
者
で
し
た
が

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

「
第
３４
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ｉ
ｎ
立
川
」
は
台
風
の
接
近
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
井
の
頭
公

園
で
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
２
〉
会
員
拡
大
施
設
訪
問

「
既
存
患
者
会
の
会
員
維
持
拡
大
、

患
者
会
未
組
織
施
設
へ
の
訪
問
」
を
柱

と
し
て
、
昨
年
度
も
施
設
訪
問
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
既
存
の
患
者

会
に
つ
い
て
も
、
患
者
会
役
員
の
皆
様

の
活
動
に
よ
っ
て
現
状
維
持
で
き
ま
す

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

〈
３
〉
青
年
部
活
動

�

部
長　

宿
野
部
武
志

【
昨
年
度
の
主
な
活
動
】

・
７
／
２６
～
２7　

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
交
流
会
（
栃
木
・
東
京
よ
り
２

名
参
加
）

・
８
／
３0
～
３1　

全
腎
協
青
年
研
修
会

（
東
京
・
東
京
よ
り
２
名
参
加
）

・
２
／
1５　

東
腎
協
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

・
青
年
部
共
催
「
新
年
お
食
事
会
」
を

開
催
。
他
随
時
会
議
を
開
催
。

新
年
度
の
活
動
方
針
は
「
計
画
性
を

意
識
し
自
律
し
た
活
動
と
、
青
年
部
体

制
の
再
構
築
」
で
す
。

随
時
青
年
部
部
員
募
集
中
で
す
。

⑤
地
域
腎
友
会
委
員
会

�

地
域
腎
友
会
委
員
長　

戸
倉
振
一

こ
こ
数
年
の
地
域
腎
友
会
の
活
動
状

況
を
見
る
と
、
役
員
不
足
の
問
題
か
ら
、

数
々
の
実
績
を
上
げ
て
い
た
町
田
市
、

墨
田
区
、
江
東
区
の
腎
友
会
が
休
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
活
動
し
て
い
る

地
域
腎
友
会
は
江
戸
川
区
、
荒
川
区
、

板
橋
区
、
葛
飾
区
、
足
立
区
、
八
王
子

市
の
６
つ
で
す
。

２
・
腎
臓
病
患
者
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
の
相
談
事
業

広
く
一
般
市
民
の
腎
臓
病
に
関
す
る

医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
相
談
業
務
。

事
務
局
で
は
腎
臓
病
に
関
す
る
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
臓
器
移
植
や
社
会
保
障

・
病
院
の
検
索
等
様
々
な
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

３
・
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体

制
の
充
実
と
福
祉
の
向
上
を

図
る
事
業
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行
政
委
員
会

�

行
政
委
員
長　

藤
田
吉
彦

（
１
）
都
庁
予
算
要
請

�
２
０
１
４
年
８
月
１９
日

要
請
項
目
は

・
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制

度
・
難
病
医
療
費
助
成
制
度
・
心
身
障

害
者
福
祉
手
当
制
度
等
の
維
持
継
続

・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取
り

組
み
推
進

・
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療

・
透
析
医
療
の
安
全

・
要
介
護
透
析
患
者
へ
の
支
援
強
化

・
臓
器
移
植
推
進
と
再
生
医
療

・
災
害
対
策
の
強
化

・
就
労
支
援

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
回
答
を

得
た
。

（
２
）
都
議
会
政
党
ヒ
ア
リ
ン
グ

�

２
０
１
４
年
９
月
４
日

東
腎
協
か
ら
の
要
望
事
項

・
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継
続

・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
取
り
組
み
推
進

・
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

・
災
害
対
策
の
強
化

の
４
項
目
を
重
要
と
し
て
各
政
党
に
説

明
し
た
。

４
・
関
連
す
る
他
団
体
と
の

協
同
事
業

①
「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対

策
の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

第
４４
次
国
会
請
願
は
２
０
１
５
年
３

月
19
日
に
憲
政
会
館
に
お
い
て
全
国
の

代
表
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

東
腎
協
で
は
東
京
選
出
国
会
議
員
1５

名
に
請
願
書
の
紹
介
議
員
を
依
頼
し
快

諾
を
得
ま
し
た
。

署
名
数
、
全
腎
協
は
１
万
４
千
６
６

５
（
前
年
１
万
５
千
８
４
２
）
筆
で
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
は
１
万
４
千
４
５
５
（
前
年
１

万
４
千
７
０
３
）
筆
で
し
た
。
募
金
は

Ｊ
Ｐ
Ａ
と
あ
わ
せ
て
１
５
５
万
８
千
２

１
２
円
（
前
年
１
５
３
万
８
千
２
４
８

円
）
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
感
謝
致
し
ま

す
。

②
（
社
）
全
腎
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
に

協
力
及
び
協
力
金
を
出
し
、
不
特
定
多

数
の
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
つ
い
て
広

く
啓
蒙
活
動
を
行
う

全
腎
協
、
東
難
連
へ
の
協
力
金
は
継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

③
東
難
連
（
難
病
１６
団
体
で
組
織
し
て

い
る
団
体
）

�

東
難
連
担
当
理
事　

榊
原
靖
夫

現
在
の
東
難
連
加
盟
団
体
は
東
腎
協

を
含
め
1８
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２６
年
５
月
に
「
難
病
患
者
に
対

す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
て
、
医
療
費
助
成
対
象
が
既
存
の
５６

疾
病
か
ら
約
３
０
０
疾
病
と
大
幅
に
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
「
東
難
連
」

へ
の
加
盟
難
病
団
体
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

東
京
・
無
年
金
障
害
者
を
な
く
す
会

特
に
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

会
費
の
み
納
め
て
お
り
ま
す
。

５
・
福
祉
移
送
相
談
・
推
進

事
業

今
年
度
は
福
祉
移
送
に
つ
い
て
の
相

談
、
全
腎
協
へ
の
助
成
金
申
請
の
推
薦

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
・
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療

法
に
資
す
る
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
力
し
、

小
学
校
社
会
科
の
授
業
の
一
環
で
あ
る

「
低
た
ん
ぱ
く
米
」
収
穫
ま
で
の
補
助

及
び
教
員
と
と
も
に
食
育
指
導
を
行
い

ま
す
。

７
・
腎
臓
病
患
者
の
災
害
対

策
事
業

�

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉　

振
一

東
京
都
福
祉
保
健
局
改
訂
の
「
災
害

時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
内
容
に
つ
い
て
機
関
誌
７
月
号

に
掲
載
し
ま
し
た
。
２
月
１
日
、
全
腎

協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
対
策
部
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
各
都
県
の

災
害
対
策
の
取
組
状
況
の
報
告
、
質
疑

応
答
で
し
た
。
今
後
は
年
２
回
程
度
行

う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
、
被
災
し
た
会
員
に
全
腎

協
の
「
災
害
見
舞
金
」
や
「
義
援
金
」

を
確
実
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
「
患
者
会
会
員
名
簿
」
作
成
に
つ

い
て
は
、
患
者
会
会
員
名
簿
管
理
規
定

を
検
討
・
作
成
し
、
名
簿
登
録
同
意
書

と
共
に
、
各
患
者
会
に
順
次
発
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
・
そ
の
他
の
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
機
関
誌
「
と
う
じ

ん
き
ょ
う
」
の
誌
面
に
賛
助
会
員
企
業

の
広
告
を
掲
載
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
ご
協
力
頂
い
た
広
告
主
様
は

次
の
各
社
で
す
。（
順
不
同
）

エ
ル
ピ
ス（
株
）、
イ
ー
ホ
ー
プ
ペ
プ
セ

ル
、ベ
ー
タ
食
品（
株
）、丸
大
食
品（
株
）、

医
療
法
人
埼
友
会
、
医
療
法
人
湖
聖
会
、

医
療
法
人
清
光
会
、（
株
）
ア
イ
エ
シ

ー
ト
ラ
ベ
ル
、（
株
）
日
昌
医
療
器
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１
・
中
期
計
画
の
概
要

（
１
）
中
期
計
画
の
期
間

２
０
１
５
年
４
月
～
２
０
１
７
年
３
月

（
２
）
中
期
計
画
の
理
念

・�

患
者
会
員
の
医
療
福
祉
の
向
上
を
目

指
す
。

・
社
会
貢
献
活
動
の
推
進

（
３
）
中
期
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン

・�

草
の
根
運
動
を
進
め
会
員
４
０
０
０

人
体
制
を
構
築
す
る

・
財
務
体
質
の
強
化
を
め
ざ
す
。

（
４
）
東
腎
協
を
と
り
ま
く
情
勢

東
腎
協
は
、
毎
年
会
員
拡
大
を
最
重

要
項
目
に
掲
げ
て
活
動
し
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
透
析
患
者
の
高
齢
化
（
導
入

患
者
平
均
年
齢
：
６８
・
６８
歳
〔
男
性
６7

・
８６
歳
、
女
性
70
・
３7
歳
〕
日
本
透
析

医
学
会
調
べ
２
０
１
３
年
1２
月
３1
日
現

在
）
や
、
助
成
制
度
の
確
立
に
伴
い
、

患
者
会
の
存
在
意
義
が
希
薄
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
会
員
は
減

少
傾
向
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
表
１
）

し
か
し
、
全
国
で
は
２
０
１
３
年
度
、

新
し
い
導
入
患
者
が
３
万
８
千
２４
人
増

え
、
死
亡
患
者
３
万
７
０
８
人
を
差
し

引
い
て
も
７
千
３
１
６
人
の
増
加
と
な

り
、
更
な
る
会
員
拡
大
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

会
員
減
少
で
会
費
収
入
は
落
ち
込
ん

で
お
り
ま
す
。
賛
助
会
費
や
寄
付
金
、

広
告
収
入
で
何
と
か
財
政
を
保
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
本
中
期
計
画
（
Ｔ
Ａ
Ｐ

３
）
で
は
、
全
会
員
、
全
患
者
会
の
総

力
を
挙
げ
て
、
草
の
根
運
動
を
進
め
、

会
員
４
０
０
０
名
体
制
を
構
築
し
て
、

財
務
体
質
の
強
化
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

２
・
基
本
姿
勢
（
表
２
）

（
１
）
安
定
し
た
会
員
数
４
０
０
０
名

を
目
指
し
て
（
会
員
増
強
）

①
年
次
数
値
目
標
（
別

紙
）
に
基
づ
き
、
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
目
標
を
設

定
し
会
員
増
強
に
取
り

組
む
。

②
全
会
員
・
全
患
者
会

を
対
象
と
し
た
「
新
規

勧
誘
運
動
」
を
展
開
す

る
。（
２
０
１
６
年
１

～
３
月
、
詳
細
は
別
途

発
表
す
る
）

③
未
組
織
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
・
理

事
内
で
目
標
化
し
、
計

画
的
に
推
進
す
る
。

④
個
人
会
員
に
対
し
て

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
中
期
事
業
計
画
案

Ｔ
Ａ
Ｐ
３（T

O
U

J
IN

 A
C

T
IO

N
 P

LA
N

 3

）

期
間
　
２
０
１
５
年
～
２
０
１
７
年

表 １　過去１0年の益損と東腎協会員数の推移

年 ２00５ ２00６ ２007 ２00８ ２009 ２010 ２011 ２01２ ２01３ ２01４

数 ６1４４ ５9２0 ５7４7 ５４２６ ５２1４ ５077 ４８４7 ４３２３ ４２２0 ３８00

減 ３9４ ２２４ 17３ ３２1 ２1２ 1３7 ２３0 ５２４ 10３ ４２0

益

（万円）
－11３ －1２7 1６２ －79 1８６ 17５ －1５３ ２90 －４６ －1６0

※２01４年度の会員数は暫定。

表 ２　中期計画における会員増強目標

年 ２01５ ２01６ ２017 合計

会員減（人） ▲1５0 ▲1５0 ▲1５0 ▲４５0

会員増（人） ２５0 ３00 ３00 ８５0

会員合計（人） ３900 ４0５0 ４２00 ４２00
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「
地
域
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
患
者
会
」
の
組

織
化
を
推
進
し
、
役
員
の
選
出
、
定
期

的
な
交
流
例
会
を
開
催
し
、
会
員
増
強

を
呼
び
か
け
る
。

（
２
）
社
会
貢
献
活
動
を
強
化
し
よ
う

（
行
政
・
政
策
）

①
「
都
民
の
集
い
」「
臓
器
移
植
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
等
で
は
、「
高
齢
化
問
題
」

「
合
併
症
」
な
ど
新
た
な
活
動
を
提
案
、

実
践
す
る
。

②
東
京
都
へ
の
「
予
算
要
請
」
に
つ
い

て
は
、
重
点
項
目
の
絞
り
込
み
を
し
な

が
ら
要
請
を
し
て
い
く
。

③
国
会
請
願
署
名
活
動
は
患
者
会
運
動

の
柱
で
あ
り
、
活
動
状
況
の
数
字
的
把

握
を
し
な
が
ら
強
化
す
る
。

④
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
全
腎
協
「
災

害
対
策
会
員
名
簿
」
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
東
腎
協
独
自
の
緊
急
連
絡
網
の

確
立
を
目
指
す
。

（
３
）
組
織
を
見
直
し
て
効
率
化
を
す

す
め
よ
う

【
事
務
局
】

①
固
定
費
削
減
と
定
期
的
見
直
し
。

②
事
務
局
の
業
務
の
分
掌
、
給
与
等
、

勤
務
条
件
の
見
直
し
。

③
発
送
業
務
等
の
、
役
員
・
会
員
の
協

力
体
制
の
検
討
及
び
発
送
年
表
の
作
成

④
事
務
局
改
善
５
Ｓ
運
動
。

【
役
員
体
制
】

①
理
事
会
は
原
則
的
に
隔
月
開
催
と
す

る
。
但
し
、
繁
忙
期
に
限
っ
て
は
そ
の

都
度
検
討
。

②
委
員
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
を
必
要

に
応
じ
て
開
催
す
る
。

③
日
常
的
に
推
進
状
況
を
点
検
、
総
括

し
、諸
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
会（
総

務
委
員
会
）
を
常
設
す
る
。

④
三
役
会
議
は
会
長
、
副
会
長
、
事
務

局
長
で
構
成
し
、
理
事
会
を
円
滑
に
運

営
・
進
行
す
る
た
め
の
調
整
機
関
と
す

る
。

【
総
会
・
大
会
】

①
総
会
は
東
腎
協
に
お
け
る
最
高
議
決

機
関
で
あ
る
。
総
会
で
は
、
全
会
員
に

東
腎
協
の
現
状
、
活
動
方
針
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
運
営
、
議
案
集
等
検

討
す
る
。

②
大
会
は
会
員
交
流
の
最
大
の
場
で
あ

る
。
大
会
の
成
功
に
よ
っ
て
、
会
員
、

患
者
会
が
活
性
化
し
、
東
腎
協
全
体
の

活
性
化
に
連
動
す
る
よ
う
な
企
画
・
運

営
を
目
指
す
。

（
４
）
東
腎
協
の
活
動
を
広
く
知
ら
せ

る
活
動
（
広
報
活
動
）

①
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
は
東

腎
協
広
報
活
動
の
柱
で
あ
り
、
年
４
回

の
定
期
的
発
行
を
堅
持
す
る
。

②
広
告
営
業
活
動
を
強
化
し
、
広
告
や

賛
助
会
員
の
拡
大
を
通
じ
て
収
入
を
目

標
化
し
、
健
全
財
政
の
柱
と
し
て
位
置

付
け
る
。

③
幅
広
く
人
材
を
募
集
し
、
委
員
の
拡

充
（
理
事
外
か
ら
の
補
充
＝
個
人
会
員

な
ど
）
を
通
じ
て
、
編
集
内
容
と
Ｈ
Ｐ

活
動
の
充
実
を
図
る
。

④
患
者
会
広
報
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、

患
者
会
の
広
報
・
活
動
を
支
援
す
る
。

３
・
計
数
計
画
（
表
３
）

（
５
）
財
務
体
質
を
強
化
し
、
組
織
再

編
を
目
指
す
活
動
（
財
政
再
建
計
画
）

①
安
定
し
た
会
員
数
４
０
０
０
名
を
ベ

ー
ス
に
財
務
体
質
を
強
化
し
、
事
務
局

固
定
費
の
見
直
し
や
役
員
の
日
当
交
通

費
の
見
直
し
な
ど
を
通
じ
て
、
財
政
再

建
を
目
指
す
。

②
機
関
誌
の
発
送
費
や
、
定
期
的
発
送

物
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
発
送
物
等
に
つ
い
て

は
、
月
２
～
３
回
の
「
一
斉
発
送
日
」

を
設
け
、
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経

費
削
減
を
目
指
す
。

③
患
者
会
会
費
、
個
人
会
員
会
費
の
年

度
内
回
収
を
徹
底
す
る
。

④
既
存
の
収
入
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、

将
来
を
見
通
し
た
「
そ
の
他
の
収
入
財

源
」
＝
「
東
腎
協
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
」

の
確
保
の
た
め
研
究
、
開
発
を
行
う
。

　

総
務
委
員
会

・
財
務
計
画
�
�
�
�
�
�
酒
井

・
行
政
・
政
策
計
画
�
�
�
坂
本

・
広
報
活
動
計
画
�
�
�
�
板
橋

・
会
員
増
強
計
画
�
�
�
�
藤
田

・
事
務
局
改
善
計
画
�
�
�
岸
里

・
役
員
会
・
理
事
会
�
�
�
藤
田

・
総
会
・
大
会
�
�
�
�
�
坂
本

・
総
務
委
員
長
�
�
�
�
�
板
橋

表 ３　中期計画における財政目標
年 ２01５ ２01６ ２017 合計
会費収入（万円） ２10６ ２1８7 ２２６８ ２２６８
その他収入（万円） ５00 ５00 ５00 ５00
固定費①（万円） 1001 10２８ 10５５ 10５５
固定費②（万円） 100５ 91４ ８８２ ８８２
流動費（万円） ６7３ ６7３ ６7３ ６7３
支出合計（万円） ２６79 ２６1５ ２６11 ２６11
損益（万円） －7３ 7２ 1５7 1５６

＊ 1 ．その他の収入内訳：広告収入２00万円、寄付金２00万円、賛助会費100万円
　 ２ ．固定費①の内訳は、家賃、事務所経費、全腎協、東難連など
　 ３ ．固定費②の内訳は、人件費、事務所費、総会費、大会費など
　 ４ ．流動費の内訳は、腎キャン、都民の集い、広報、ブロック、関東 BK など
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１
・
事
業
方
針

中
期
事
業
計
画
（
Ｔ
Ａ
Ｐ
３
）
の
初
年

度
と
し
て

①
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
活
性
化
を
最
優
先

課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
会
員
４
０
０

０
人
体
制
の
基
礎
固
め
を
行
う
。（
表
１
）

②
財
政
再
建
を
め
ざ
し
、
赤
字
幅
を
削

減
す
る
。（
表
２
）

③
行
政
と
の
連
携
を
進
め
、
社
会
貢
献

活
動
を
強
化
す
る
。

２
・
重
点
施
策

①
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

Ａ
．
新
規
会
員
獲
得
の
た
め
の
全
員
参

加
運
動
の
実
施
、
時
期
２
０
１
６
年
１

月
～
３
月

Ｂ
．
ブ
ロ
ッ
ク
毎
会
員
増
強
や
予
防
啓

発
活
動
へ
の
支
援

Ｃ
．
未
組
織
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
個
人
会
員

な
ど
新
規
分
野
の
開
拓
を
推
進
す
る
。

②
社
会
貢
献
活
動

Ａ
．
東
京
都
と
の
共
催
・
協
賛
事
業
に

つ
い
て
、
新
た
な
活
動
を
提
案
、
推
進
。

Ｂ
．
東
京
都
へ
の
「
予
算
要
請
」
は
重

点
項
目
に
絞
り
込
み
、
具
体
的
要
請
を

実
施
。

Ｃ
．
国
会
請
願
署
名
活
動
を
患
者
会
運

動
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
、
活
動
状
況

の
数
字
的
把
握
を
し
な
が
ら
強
化
す
る
。

Ｄ
．「
災
害
対
策
会
員
」名
簿
の
作
成
と
、

災
害
時
緊
急
連
絡
網
の
整
備
。

③
業
務
の
効
率
化

Ａ
．
総
会
・
理
事
会
の
充
実
と
簡
素
化

（
理
事
会
開
催
は
隔
月
）

Ｂ
．
事
務
局
経
費
削
減
と
分
掌
、
業
務

の
見
直
し
を
実
施
す
る
。

Ｃ
．
事
務
局
業
務
へ
の
役
員
会
員
の
協

力
体
制
を
検
討

Ｄ
．
５
Ｓ
運
動
を
実
施
す
る
。

④
広
報
活
動

Ａ
．
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

Ｂ
．
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
し
、
収

入
を
目
標
化
し
、
健
全
財
政
の
柱
と
し

て
位
置
付
け
る
。

Ｃ
．
幅
広
く
人
材
を
募
集
し
、
編
集
と

Ｈ
Ｐ
活
動
の
充
実
を
図
る
。

Ｄ
．
患
者
会
の
広
報
担
当
者
会
議
を
実

施
す
る
。

二
〇
一
五（
平
成
２７
）年
度
事
業
計
画（
Ｔ
Ａ
Ｐ
１
）

表 １　２0１５年会員増強目標

２01４会員 ２01５会員減 ２01５会員増 ２01５会員計

３８00人 ▲1５0人 ２５0人 ３900人

＊ 1 ．２01５年期首会員は３８00人とする
　 ２ ．会員拡大目標は２５0人とし、退会者は1５0人と相殺して実質会員３900名を目指す。

表 ２　２0１５年財政目標

会費収入 その他収入 固定費① 固定費② 流動費 支出計 損益

２10６万円 ５00万円 1007万円 100５万円 ６7３万円 ２６79万円 ▲7３万円

＊ 1 ．その他の収入内訳：広告収入２00万円、寄付金２00万円、賛助会費100万円
　 ２ ．固定費①の内訳は、家賃、事務所経費、全腎協、東難連など
　 ３ ．固定費②の内訳は、人件費、事務所費、総会費、大会費など
　 ４ ．流動費の内訳は、腎キャン、都民の集い、広報、ブロック、関東 BK など
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書式第 7 号　事業計画書（法第10条関係）

2015年度（平成27年度）事　業　計　画　書　　特定非営利活動法人　東京腎臓病協議会

自２01５年 ４ 月 1 日　　　至２01６年 ３ 月３1日
１ 　事業実施の方針
　広く一般市民に対し、腎臓病に関する正しい知識普及と予防を図るための事業、及び腎臓病患者の医療体制の充実と
福祉向上を図るための政策提言等の事業を行ない、もって市民の健康ならびに福祉向上に寄与することを目的とする。
２ 　事業の実施に関する事項　　特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容
実　施
予　定
日　時

実施予定場所
従事者
の予定
人　数

受益対象者
の範囲及び
予定人数

支出見
込み額
（千円）

腎臓病に関す
る知識の普及
と予防等を促
進する事業

「臓器移植キャンペーン」　臓器提
供意思表示カード配布 10月 上野公園他 100人 一般市民

８ ,000人 ４５0

「腎臓病を考える都民の集い」を開
催し広く一般市民に腎臓病の早期発
見早期治療を啓蒙する

３ 月 都　内 ２0人 一般市民
２00人 ４00

機関誌の発行 年 ４ 回 事務局 ５ 人 一般市民
６ ,000人 ３ ,7８0

ホームページの維持管理を行い、活
動内容を紹介し、腎臓病の意識啓発
を図る

通　年 事務局 ５ 人 一般市民
不特定多数 ４00

広く一般市民に腎臓病に関する正し
い知識の普及と予防を促進するため、
対話のできる学習交流会を開催する

年10回 都　内 10人 一般市民
３00人 ８7５

腎臓病患者の
自立を支援す
るための相談
事業

広く一般市民の腎臓病に関する医療
・社会保障制度の相談業務 通　年 事務局 10人 一般市民

不特定多数 ８５7

腎臓病患者の
医療体制の充
実と福祉の向
上を図る事業

「都庁予算要請懇談会」
都庁各局職員との懇談会 7 月 都庁会議室 10人 一般市民

不特定多数 ５0

「都議会ヒアリング」
都議会議員との懇談 9 月 都議会議員

会館会議室 10人 一般市民
不特定多数 ５0

関連する他団
体との協同事
業

「国会請願」
全腎協と腎疾患対策の早期確立をめ
ざす

３ 月 衆議院・参議
院議員会館 10人 一般市民

不特定多数 19５

関連する他団
体との協同事
業

全腎協、東難連に協力及び協力金を
出し、不特定多数の一般市民に腎臓
病について広く啓蒙活動を行う

随　時 都　内 ５ 人 一般市民
不特定多数 7 ,000

福祉移送相談
・推進事業

ＮＰＯを取得し、通院移送を行なお
うとする団体の相談及び全腎協助成
金申請の推薦

随　時 事務局 1 人
通院移送を
行うＮＰＯ

法人
0

腎臓病患者の
食事療法に資
する事業

低たんぱく米の広報・斡旋、災害時
備蓄米斡旋 随　時 事務局 ３ 人 一般市民

不特定多数 10

腎臓病患者の
災害対策事業

東京都を中心とした東京都区部災害
時透析ネットワーク他多方面の自治
体と協力をして災害対策訓練実施に
参加する

随　時 都　内 10人 一般市民
不特定多数 ２５0

事業名 事業内容 実施予定日時
実　施
予　定
場　所

従事者の
予定人数

支出見
込み額
（千円）

広告掲載事業 機関誌広告掲載 年 ４ 回 事務局 1 人 1 ,000



201５年度ＮＰＯ東腎協執行部（案） ２01５年 ５ 月1５日現在

№ 役職名 氏　名 ふりがな ブロック 患者会名・クリニック名

1 会　長 藤田　吉彦 ふじた　よしひこ 中南 小池会

２ 副会長 小野　誠 おの　まこと 多摩 吉祥寺あさひ腎友会　（財務担当）

３ 副会長 戸倉　振一 とくら　しんいち 東部 森山友の会　（全腎協社員代表）

４ 事務局長 岸里　悟 きしさと　さとる 東部 森山友の会

５ 事務局次長 板橋　俊司 いたばし　しゅんじ 多摩 日野クリニック腎友会

６ 理　事 梅原　秀孝 うめはら　ひでたか 多摩 府中けやき会

7 理　事 金井　信憲 かない　のぶのり 東部 新江東橋クリニック腎友会

８ 理　事 工藤　育夫 くどう　いくお 北部 東海病院ひまわり会

9 理　事 齊藤　和巳 さいとう　かずみ 多摩 八王子東町クリニック「桑の実会」

10 理　事 酒井　豊 さかい　ゆたか 東部 菊川橋クリニック腎友会

11 理　事 榊原　靖夫 さかきばら　やすお 北部 高中腎友会

1２ 理　事 坂本　悦男 さかもと　えつお 北部 東海病院ひまわり会

1３ 理　事 清水　陽介 しみず　ようすけ 多摩 すながわ相互診療所患者会・いずみ

1４ 理　事 須賀　春美 すが　はるみ 中南 虎の門・高津会

1５ 理　事 關戸　千尋 せきど　ちひろ 北部 優人大泉学園クリニック

1６ 理　事 田崎　勲 たさき　いさお 東部 新小岩クリニック友の会

17 理　事 中村　博 なかむら　ひろし 東部 新葛友の会

1８ 理　事 長井　久美子 　ながい　くみこ 中南 にこたま会

19 理　事 吉田　芳子 よしだ　よしこ 多摩 南大沢パオレ腎友会

２0 監　事 小関　盛通 こせき　もりみち 東部 柳原健腎会

２1 監　事 山口　登 やまぐち　のぼる 多摩 個人会員

２２ オブザーバー 新見　範彦 しんみ　のりひこ 東部 新小岩クリニック友の会

２３ オブザーバー 杉崎　憲三郎 すぎさきけんざぶろう 多摩 望星田無クリニック友の会

２４ オブザーバー 村越　京子 むらこし　きょうこ 多摩 八王子東町クリニック「桑の実会」

退任理事・オブザーバー
№ 役職名 氏　名 ふりがな ブロック 患者会名

1 理　事 飯箸　孝太郎 いいはし　こうたろう 東部 ネクストヴィレッジ

２ 理　事 石井　虎二 いしい　とらじ 東部 瑞江腎クリニック腎友会

３ 理　事 宿野部　武志 しゅくのべ　たけし 中南 腎内科クリニック世田谷患者友の会

４ 理　事 古木　直之 ふるき　なおゆき 北部 鶴田クリニック友の会

５ 理　事 吉澤　正雄 よしざわ　まさお 東部 新小岩クリニック友の会・船堀

６ オブザーバー 桃田　数重 ももた　かずしげ 北部 中野共立病院腎友会・絆の会

7 相談役 森　義昭 もり　よしあき 中南 虎の門・高津会

８ 相談役 木下　久吉 きのした　ひさよし 多摩 あけぼの友の会
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